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　東京医科大学と日本医科大学の歴史の流れをみると、両校は1876年に長谷川泰が創立した「済生学舎」を源流
としている。ここからは、野口英世をはじめ多くの医師・医学者を輩出してきたが、その血脈は両校が共有する
ものである。ここでは野口の研究業績の軌跡と彼の研究姿勢について述べる。
　1899年米国に留学、最初に蛇毒の研究を始める。死にもの狂いの努力と強靭な精神力を以て、その生態、薬理
作用、病理、抗体による抗毒素療法、蛇により産生する毒素の違いを明らかにし、315頁にもなる名著「Snake
Venoms」を英文で、しかも単独で発表する。
　1913年、麻痺性痴呆と脊髄瘍の数万枚に及ぶ脳の病理組織標本から、当時の顕微鏡にて梅毒スピロヘータを確
認し、梅毒との関連が必ずしも明らかでなかったこれら疾患が、梅毒第3期の末期に相当することを示した。当
時、精神科病棟での入院患者の半数が第3期梅毒患者であったことから、その原因を明らかにし、治療に道を開
いたことが高く評価され、ノーベル医学賞候補となった。
　1918年、当時中南米の山岳地帯で大流行していたオロや熱の病原体の培養に成功し、この斜体をサルに投与す
ることにより、オロや熱類似の病変が起こること、また、因果関係が明らかでなかったペルー疵も同一の病原体
で起こることを明らかにした。この成果により3度目のノーベル医学賞候補になっている。以上が現在でも評価
される業績であるが、一方、トラコーマ、小児麻痺病原体、狂犬病病原体、黄熱病病原体等の発見ないしはワク
チンの成功などに関してはその後否定されており、発表された多くのの論文中、現代において評価できるものは
限られている。
　野口の研究は人ができない研究も自分がやれば必ず成功するという、確固たる信念の下に、既知の知識の中で
考えうる可能な限りの手段、方法を徹底的に駆使して実験方法を組み立て、実行して結論を導いていった。そこ
には深い洞察力、強靭な精神力、忍耐と弛まぬ努力、さらに深い人類愛があってのことである。しかし、時代は
細菌学からウイルス学に移行する時期であり、電子顕微鏡でしか捉えられないウイルスを光学顕微鏡で必死に追
いかけ敗れ去った悲劇の科学者でもあった。学問的業績も含め野放図な人格が誤解される部分もあるが、「人類の
ために生き、人類のために死す」その人であった。
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